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信
　
　
一

　
平
沢
竜
介
先
生
に

よ
る
『
古
今
歌
風
の
成
立
」
に
引
き
続
く
第
二
論
文

集
で
あ
る
。
最
初
に
、
目
次
を
掲
出
し
て
お
く
。

　
は
じ
め
に

　
第
一
章
　
上
代
文
学
か
ら
平
安
文
学
へ

　
　
　
　
第
一
節
　
古
代
文
学
に
お
け
る
自
然
表
現
ー
「
古
事
記
』
「
万

　
　
　
　
　
　
　

葉
集
』
か
ら
平
安
文
学
へ
1

　
　
　
　
第
二
節
　
散
文
に
よ
る
心
情
表
現
の
発
生
ー
『
土
佐
日
記
』
の

　
　
　
　
　
　
　

文
学
史
的
意
味
ー

　
　
　
　
第
三
節
　
「
古
今
集
』
の
時
間

　
　
　
　
第
四
節
　
「
古
今
集
」
の
擬
人
法
1
「
万
葉
集
」
の
擬
人
法
と

　
　
　
　
　
　
　

の
比
較
を
通
し
て
ー

　
　
　
　
第
五
節
　
「
古
今
集
」
の
和
歌
ー
読
人
し
ら
ず
時
代
の
歌
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

撰
者
時
代
の
歌
へ
ー

　
第
二
章
　
「
古
今
集
』
の
構
造

　
　
　
　
第
一
節
　
春
の
部
、
冒
頭
の
構
造

　
　
　
第
二
節
　
春
の
部
、
「
梅
」
の
歌
群
の
構
造

　
　
　
第
三
節
　
春
の
部
、
末
尾
の
構
造

　
　
　
第
四
節
　
秋
の
部
、
「
立
秋
」
の
歌
群
か
ら
「
秋
の
虫
」
の
歌

　
　
　
　
　
　

群
ま
で
の
構
造

　
　
　
第
五
節
　
秋
の
部
、
「
雁
」
の
歌
群
か
ら
「
露
」
の
歌
群
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
の
構
造

　
　
　
第
六
節
　
秋
の
部
、
「
女
郎
花
」
の
歌
群
か
ら
秋
下
末
尾
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
の
構
造

　
　
　
第
七
節
　
冬
の
部
の
構
造

　
　
　
第
八
節
　
賀
の
部
の
構
造

第
三
章
　
上
代
歌
論
か
ら
貫
之
の
歌
論
へ

　
　
　
第
一
節
　
『
歌
経
標
式
』
「
万
葉
集
』
の
歌
論
か
ら
『
古
今
集
』

　
　
　
　
　
　
　
の
歌
論
へ

　
　
　
第
二
節
　
「
土
佐
日
記
』
の
歌
論
ー
和
歌
に
関
す
る
記
述
の
分

　
　
　
　
　
　

析
を
通
し
て
1

　
　
　
第
三
節
貫
之
の
和
歌
観
ー
本
質
論
、
効
用
論
を
中
心
に
1

第
四
章
　
「
源
氏
物
語
』
と
『
古
事
記
』
日
向
神
話

　
　
　
第
一
節
　
「
源
氏
物
語
』
と
「
古
事
記
」
日
向
神
話
ー
潜
在
王

　
　
　
　
　
　

権
の
基
軸
ー

　
　
　
第
二
節
　
末
摘
花
論
ー
石
長
比
売
と
末
摘
花
ー

終
章
あ
と
が
き

索
引
（
和
歌
初
句
・
語
句
）

ま
ず
「
は
じ
め
に
」
で
全
体
の
見
通
し
を
傭
蹴
す
る
。
第
一
章
第
一
節
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で

は
自
然
表
現
の
具
体
性
と
言
う
こ
と
か
ら
上
代
文
学
、
中
古
文
学
を
通

覧
す
る
。
第
二
節
で
は
「
土
佐
日
記
』
や
「
万
葉
集
」
の
死
の
叙
述
の
検

討
か
ら
心
情
表
現
の
成
り
立
ち
を
探
っ
て
い
る
。
第
三
節
で
は
「
古
今

集
』
の
時
間
の
推
移
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
技
法
に
論
究
し
て
い
る
。
第
四

節
で
は
『
古
今
集
」
の
重
要
な
表
現
技
法
と
し
て
擬
人
法
を
挙
げ
、
「
万

葉
集
』
の
擬
人
法
と
比
較
し
て
論
じ
て
い
る
。
第
五
節
で
は
従
来
の
時
代

区
分
を
も
と
に
、
序
詞
、
掛
詞
、
見
立
て
な
ど
の
修
辞
技
法
に
着
目
し
て

考
察
し
て
い
る
。
第
二
章
第
一
節
で
は
「
古
今
集
」
巻
一
、
冒
頭
の
配
列

に
構
造
を
読
み
取
る
。
第
二
節
で
は
「
梅
」
の
歌
群
の
配
列
に
表
現
効
果

を
見
て
い
る
。
第
三
節
で
は
「
花
」
の
歌
群
が
「
藤
」
の
、
ま
た
「
山

吹
」
の
歌
群
に
移
行
す
る
配
列
に
、
よ
り
高
次
の
構
造
を
形
成
し
て
い
る

と
見
る
。
第
四
節
で
は
「
秋
」
の
歌
群
が
「
春
」
の
歌
群
と
対
応
す
る
よ

う
に
詠
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
第
五
節
で
は
秋
の
歌
群
に
詠
じ
ら
れ
て

い

る
景
物
が
そ
れ
ぞ
れ
照
応
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
第
六
節
で
は
、

秋
の
景
物
そ
れ
ぞ
れ
が
、
脈
絡
を
も
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

す

る
。
第
七
節
で
は
、
冬
の
部
冒
頭
の
歌
の
表
現
を
検
討
し
、
連
続
性
を

保
ち
な
が
ら
確
実
に
時
の
推
移
が
語
ら
れ
る
と
す
る
。
第
八
節
で
は
、
賀

の

部
の
作
者
表
記
、
並
び
に
詠
歌
事
情
か
ら
読
み
解
こ
う
と
す
る
。
第
三

章
第
一
節
で
は
、
「
歌
経
標
式
」
と
「
万
葉
集
」
の
和
歌
に
対
す
る
批
評

を
比
較
し
な
が
ら
、
「
古
今
集
』
の
「
心
」
「
詞
」
の
認
識
に
支
え
ら
れ
た

批
評
を
検
討
す
る
。
第
二
節
で
は
「
土
佐
日
記
」
に
お
け
る
和
歌
に
関
す

る
記
述
を
問
題
に
し
て
い
る
。
第
三
節
で
は
貫
之
が
和
歌
を
い
か
な
る
も

の

と
捉
え
て
い
た
か
、
和
歌
の
本
質
や
効
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た

の
か

を
考
察
し
て
い
る
。
第
四
章
第
一
節
は
、
明
石
の
君
を
、
西
・
海
の

神
の
娘
、
紫
の
上
を
、
東
・
山
の
仏
の
娘
と
捉
え
、
神
話
と
の
対
応
を
見

る
。
第
二
節
で
は
末
摘
花
の
「
も
の
つ
つ
み
」
や
「
世
つ
か
ぬ
」
性
格
に

石
長
比
売
と
の
類
似
点
を
見
出
し
て
い
る
。
終
章
で
は
、
今
ま
で
の
論
述

を
振
り
返
り
要
約
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
全
体
的
に
平
沢
先
生
の
和
歌
へ
の
避
る
ば
か
り
の
愛
情
に
支
え
ら
れ
た

論
孜
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ジ
ャ
ン
ル
が
何
に
せ
よ
後

に
続
く
僕
た
ち
が
継
承
発
展
さ
せ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
ろ
う
こ

と
を
信
じ
て
止
ま
な
い
。
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